
発表は限られた時間で行われるため

発表のスピードが速く、理解が追いつかないことがありますよね。

実は研究発表には「決まった型」があり、それを知っておくだけでも発表の流れが掴みやすく

なります。

この解説で

「決まった型」を予習して、発表を聞く準備をしていきましょう。

研究発表を聞くとき、こんなことありませんか

学会発表を聞く前の10分予習



はじめに

研究は決まった手順に沿って進めることで、偏りを減らし、結果の信頼性を高めています。

では、それぞれの手順にはどのような意味が込められているのでしょうか。

次のページから、方法・結果・考察を聞くポイントを見ていきましょう。

しかしそれでも

思い込みによる判断や、データを集める過程での意図しない偏りが入り込むことがあります。



方法を聞くポイント

方法では、多くの情報が示されるため、つい聞き流してしまうこともあるかもしれません。

そこで、まず大切なのは

「この研究は何を明らかにしたいのか（研究目的）」を軸に聞くことです。

研究目的を確認しよう

研究目的を確認したら、次は「どのように調べたのか」を見ていきましょう。



方法を聞くポイント

ここでは、学会でよく目にする「複数の群を比較する研究」を例に整理してみましょう。

ポイントとなるのは、

① 介入があるかないか　② 時間の流れをどう扱うか　の2つです。

研究デザインを見よう

①介入があるかないか 

②時間の流れをどう扱うか

これらの違いは、結果に影響する要因の扱いや、因果関係をどの程度考えられるかに関わります。

ここでは詳しく説明しませんが、興味があればぜひ調べてみてください。



方法を聞くポイント

研究対象を確認しよう

研究対象を見るときに大切なのは、

研究目的に対して適切な対象者が選ばれているかを確認することです。



結果を聞くポイント

ここからは、結果の聞き方を整理していきましょう。

統計用語がたくさん登場するため、難しく感じやすいセクションです。

まず大切なのは、研究結果には必ず「偶然の影響」が含まれるということです。

そのため、結果の数値だけで判断するのではなく、さまざまな指標を用いて結果を評価します。

次のページから、代表的な指標であるp値、有意水準、有意差について確認していきましょう。



結果を聞くポイント



結果を聞くポイント



結果を聞くポイント

ここまで、研究結果でよく使われる p値と有意差について見てきました。

これらは、結果が偶然によるものかを評価する指標ですが、その値は対象者数などの影響も受

けることがわかったでしょうか。

大切なのは、一つの指標だけで判断せず、さまざまな指標を総合的に見て解釈することです。

下の図に、研究でよく使われる指標を紹介しました。

興味を持った方は、ぜひ調べてみてください。



考察を聞くポイント

最後に、考察の聞き方を整理しましょう。

考察とは結果をもとに、発表者がどう考えたかを説明する部分です。

考察にも決まった型があります。

この型を知っているだけでも、考察の内容を追いやすくなります。

考察の基本的な型を知っておこう

考察の基本的な型



終わりに

ぜひ学会発表を楽しんでください。

研究発表は難しく感じることもありますが、実は決まった型に沿って進められています。

すべてを理解できなくても、「今どの部分を、何のために話しているのか」を意識するだけで、

発表はぐっと聞きやすくなりますよ。

企画

長野県理学療法士会 研究推進部

執筆

田丸 哲朗（つるがリハビリセンター／長野県理学療法士会研究推進部）

参考資料

・一般社団法人 日本理学療法学会連合. EBPT用語集

 https://www.jspt.or.jp/ebpt_glossary/

・Editage Insights

 https://www.editage.jp/insights/

参考図書

・山田実 編, 浅井剛, 土井剛彦 編集協力.

 メディカルスタッフのためのひと目で選ぶ統計手法. 羊土社; 2018.

※図表・イラストは長野県理学療法士会研究推進部にて作成


	学会発表を聞く前の10分予習
	研究発表を聞くとき、こんなことありませんか
	この解説で 「決まった型」を予習して、発表を聞く準備をしていきましょう。



